31-05
（表紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊緑字部分は削除して上書きすること

［論文の種類］

［和文タイトル］

［氏名］

［英文タイトル］

［name］

要旨：
和文600字以内
キーワード：
5語以内
Abstract：　
250words以内 
英文はネイティブチェックを受け、タイトル・著者名が正確に記載された証明書を添付する。
Key words：
5語以内


１）　＊所属先を和文で記載：共同執筆者がいる場合、１）２）…を付ける
１）　＊所属先を英文で記載：共同執筆者がいる場合、１）２）…を付ける
本文を記載
・和文又は英文
・原則としてMicrosoft Wordで作成

・図、表を含め20枚（片面印刷）以内

・A4版 横書き 35字28行、英字はダブルスペースで印字

・MS明朝体12ポイント、英文の場合はTimes New Roman10.5ポイント 
・数字及びアルファベットは原則として半角、カッコは全角
・本文にはページ数を付す
謝辞
本研究の遂行や論文作成に貢献した者で、著者資格を満たさない者（貢献者）がいる場合には、各貢献者の貢献内容を記して謝意を述べる。
利益相反
本研究の遂行や論文作成における、利益相反の有無を記載する。すなわち、利益相反となるような外部との経済的な利益関係等がある場合には、その旨を明記する。利益相反状態が存在しない場合には、「なし」と記載する。
学会発表
学会発表した場合、発表学会名を記載

助成
研究助成を受けた場合、助成元を記載する。

修士論文・博士論文
修正論文・博士論文の場合、取得機関を明記する。

引用文献
紀要投稿規程第１０条を参考に、引用文献リストを記載する。
１）雑誌掲載論文の場合

　「著者名(出版年). 論文名. 雑誌名, 巻数(号数), 開始ページ-終了ページ.」
　外国人著者の場合　「姓, 名のイニシャル.(出版年).」 

　　　　
２）書籍（原書）の場合

　「著者名（出版年）. 書名, 出版社, 引用ページ.」
　または、
「著者名（出版年）. 論文名. 編者名（編）, 書名（pp. 開始ページ-終了ページ）. 出版社.」
　

３）書籍（翻訳書）の場合

　「原著者名 (原書の出版年)/訳者名 (訳) (翻訳書の出版年). 翻訳書の書名.出版社.」
４）ウェブサイト情報の場合

　「著者名（更新年）. ウェブサイトの題名. URL, 閲覧年月日.」
表1：表タイトル

図表
・図、表及び写真は、図１、表１、写真１とそれぞれ通し番号を付し、A4版用紙1枚ずつに配置する。
・本文原稿内にそれぞれの図、表及び写真の挿入位置を赤文字で記載する。
・図及び表はWordまたはExcelで作成する。Excelの場合は、本フォーマットとは別添で提出する。
・図及び表は、原則８点以内とする。
図1：図タイトル

図表
・図、表及び写真は、図１、表１、写真１とそれぞれ通し番号を付し、A4版用紙1枚ずつに配置する。
・本文原稿内にそれぞれの図、表及び写真の挿入位置を赤文字で記載する。
・図及び表はWordまたはExcelで作成する。Excelの場合は、本フォーマットとは別添で提出する。
・図及び表は、原則８点以内とする。

